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複合機とクラウドサービスを連携、データ入力や書
類作成業務を効率化する建設業向けサービスを提供  

働き方改革を支援、西松建設において業務を約35%削減 

富士フイルムグループの富士ゼロックス株式会社（本社: 東京都港区、社長: 玉井 光一）は、建

設現場の働き方改革を支援するサービスの提供を開始しました。複合機を活用し、当社製クラウ

ドストレージサービス「Working Folder」を経由する「かんたんデータエントリサービス」を連

携させたサービスにより、建設現場のデータ入力や書類作成に関わる業務の生産性向上を実現し

ます。 

具体的には、たとえば就労管理日報は複合機でスキャンして複合機から、PCに保存した現場の

画像はPCから、それぞれ「Working Folder」経由でサービスセンターに送ると、センターでオ

ペレーターが必要な情報を抽出、フォーマットにデータを記入して電子化しクラウド上に格納す

ることで、現場は事務的業務が減少します。 

現場業務改善プロジェクトを推進する西松建設は本サービスを活用し、建設現場における就労

管理や工事写真整理、伝票整理といった書類作成関連業務を約 35%削減しました。同時に当社

は、建設現場の複合機の手配・設置・管理・移転などの運用管理サービスも提供することで、業

務負担を軽減しています(次ページ図参照)。 

建設業界においても人員不足に直面するとともに、「QCDSE」(Quality、Cost、Delivery、Safety、

Environment)の維持向上と業務の効率化・時間外労働の削減などを同時に推進する｢働き方改革｣

が求められています。 

一方、現場では工事の進捗管理や品質担保のために作成・保存する書類が増えており、就労管

理や伝票といった書類に手書きで変更点を追記する作業も多くなっています。そのため、技術者

がこうした事務作業に時間を取られ、所長がサポートする状況も発生しており、所長や技術者の

事務的業務時間を削減し、工事の進行管理、作業工程の検討、安全確認といった本来業務に集中

して、効率の良い働き方をすることが課題となっています。 

西松建設は、このような課題を解決し、モノづくりの魅力をより高めるために、2017年7月

から現場業務改善プロジェクトをスタートしました。 

サービス導入後、本社管理部門もクラウド上で現場の進捗チェックが随時可能になりました。

また、センターが就労管理日報から月報作成が可能となるなど、同社の現場の事務的業務が約

35%削減されました。 

富士ゼロックスは、今後も「かんたんデータエントリサービス」と複合機の運用管理サービス

を組み合わせた現場業務支援サービスを、建設業界だけでなくさまざまな業界に提供することで、

価値提供戦略「Smart Work Innovation」の提供価値である「制約からの解放」「専門性の開放」

｢クリエイティブな働き方｣を実現し、事務効率化や顧客満足度向上、事業の発展に貢献してまい

ります。 
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